












Epistemological Reflections on 



































































































































































イェンセンらが 40 名の健康なボランティア（女性 24、男性 16）に対して行っ
た実験室での一連の二つの実験の概要は次の通りである。（Jensen, 1-6 ）
　第一の実験では、参加者（被験者）はコンピュータ画面に男性の顔が表示



































いう儀式的行為について、まったく新たな扉を開いた。」（Medical News Today 
Sunday, 2012.9.16） と述べた。また、いくつかの雑誌では、「プラセボ反応は潜
在意識で起こる。」（Medical News Today Sunday, 2012.9.16）とか、「プラセボは、
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